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Research Data Management for
the Open Science Era

―いま考えるべき研究データマネジメントのかたち―

大阪大学D3センター 甲斐尚人

⽂部科学省
世界で活躍できる研究者育成プログラム総合⽀援事業

研究者のための+αシリーズVol.35

2025年７月１７日(木) 1６:00～1７：３0
場所：ウェビナー・ライブ配信



◼ 名 前 甲斐尚人 博士（ライブラリーサイエンス）

◼ 所 属 大阪大学D3センター（データビリティプラットフォーム研究部門）

 兼 附属図書館研究開発室、オープンサイエンス推進室

◼ 専門分野 ナレッジマネジメント、技術継承、暗黙知

• 博士論文（図書館情報学、記録管理学）

「円滑な技術継承のための企業内マニュアルを活用した暗黙知抽出に関する研究」

• 修士論文（伝熱工学）

「短い円管内における水の乱流熱伝達に関する研究」

• 卒業研究（有機合成）

「長鎖アルキル基を有する開口フラーレンの合成」

◼ 学外委員 「AI等の活用を推進する研究データエコシステム構築事業」運営委員会委員

AXIESデータマネジメント部会副査

JPCOAR運営委員会委員・研究データ作業部会主査

NII研究データ基盤運営委員会委員

◼ ウィーン大学Data Stewardコース修了（2023.10～2024.9）

国際熱核融合実験炉
（ITER)

自己紹介



1. 世界と日本におけるオープンサイエンスの動向（10分）

2. 研究データマネジメント人材育成の取組み紹介（１0分）

「AI等を活用する研究データエコシステム構築事業」

3. 研究データライフサイクルに沿った研究データマネジメント

実践の手がかり（６0分）

4. 質疑応答（10分）

目 次



https://www.fosteropenscience.eu/content/what-open-science-introduction

“オープンサイエンス”とは

https://www.fosteropenscience.eu/content/what-open-science-introduction
https://www.fosteropenscience.eu/content/what-open-science-introduction
https://www.fosteropenscience.eu/content/what-open-science-introduction
https://www.fosteropenscience.eu/content/what-open-science-introduction
https://www.fosteropenscience.eu/content/what-open-science-introduction
https://www.fosteropenscience.eu/content/what-open-science-introduction
https://www.fosteropenscience.eu/content/what-open-science-introduction


RCR（Responsible Conduct of Research）：責任ある研究の実践

研究データ管理（Research Data 
Management）

責任ある研究データ管理が優れた研
究・オープンサイエンスの実践の鍵

✓ 透明性は悪用防止・信頼性の向上
✓ アクセシビリティはグローバル化と

研究成果の普及
✓ オープン性（とFAIR）は再利用と研

究の効率化

https://nap.nationalacademies.org/catalog/12192/on-being-a-scientist-a-guide-to-responsible-conduct-in
https://about.citiprogram.org/course/responsible-conduct-of-research-basic/
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世界と日本におけるオープンサイエンスの動向
―海外の動向―

⇒データ公開による研究成果の価値向上やデータの再利用による投資効果の最大化
⇒公的資金による研究成果の市民への還元

2003年頃の米国国立衛生研究所（NIH）の動きを皮切りにアメリカ国立科学財団（NSF）などが

研究データの公開やデータマネジメントプラン（以下、DMP）の提出を義務化

※欧州などの多くの資金配分機関が次々とこのような取組みを展開

欧州
Plan S（2018年）

国際コンソーシアム「cOAlition S」による即時OA推進計画（公的助成による研究成果の即時公開を目指す）

欧州
オープンサイエンスクラウドEOSC（2018年）

欧州域内の研究インフラを繋ぎオープンサイエンスを実践するためのプロジェクトが始動

英国

Research Excellence Framework：REF（2021年）

国が大学に交付する研究活動費配分の基となる評価基準REFにおいて、機関リポジトリ等に登録されている研究成

果のみが評価対象に。

米国

科学技術政策局（OSTP）パブリックアクセス方針（2022年）

連邦政府から助成を受けた研究による出版物および根拠データについて即時OAを求めるもの

上記方針を受けて改訂が行われ、2026年以降はエンバーゴ（公開猶予期間）廃止、即時OAが求められる

関連する直近のイベント（一部）を紹介



機関リポジトリを有する全ての大学・大学共同利用機関法人・国立研究開発法人が2025年までにデータポリシーを策定すること
➢ 内閣府「国立研究開発法人におけるデータポリシー策定のためのガイドライン」（2018年）
➢ 大学ICT推進協議会「大学における研究データポリシー策定のためのガイドライン」（2021年）

◆ 本格的な議論開始 ＠ 日本
201３年 G８科学大臣会合「研究データのオープン化を確約する共同声明」

◆ 資金配分機関の動き
2016年～ 一部で研究プロジェクト申請時にDMPの提出、エビデンスデータの公開義務化

◆  国の基本的な方針
2021年3月 内閣府 第6期科学技術・イノベーション基本計画 参考：大阪大学研究データポリシー

世界と日本におけるオープンサイエンス（OA・DMP）の動向
―国内の動向―

資金配分機関に対して公募型の研究資金の新規公募分において、2023年度までにDMP及びこれと連動したメタデータを付与
する仕組みを導入すること など

２023年５月 G7広島首脳コミュニケ〔2023/5/20 広島〕

• G7は、FAIR原則に沿って、科学的知識並びに研究データ及び学術出版物を含む公的資金による研究成果の公平な普
及による、オープン・サイエンスを推進する。

2023年6月 統合イノベーション戦略2023

• G7広島サミット・G7仙台科学技術大臣会合を踏まえ、我が国の競争的研究費制度における2025年度新規公募分から
の学術論文等の即時オープンアクセスの実現に向けた国の方針を策定

2024年2月 学術論文等の即時オープンアクセスの実現に向けた基本方針

• 公的資金のうち2025年度から新たに公募を行う競争的研究費の受給者に対して、学術論文及び根拠データの学術雑
誌への掲載後即時に機関リポジトリ等でオープンアクセス化することが義務付けるもの
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https://www8.cao.go.jp/cstp/kihonkeikaku/index6.html
https://www8.cao.go.jp/cstp/kihonkeikaku/index6.html
https://www.osaka-u.ac.jp/ja/research/hclg46
https://www8.cao.go.jp/cstp/tougosenryaku/2023.html
https://www8.cao.go.jp/cstp/tougosenryaku/2023.html


世界と日本におけるオープンサイエンスの動向
―国内の動向―

「学術論文等の即時 オープンアクセスの実現に向けた基本方針」
への対応方法

対象となる競争的研究費(現時点)
• 日本学術振興会（JSPS）／科学研究費助成事業（科研費）

• 科学技術振興機構（JST）／戦略的創造研究推進事業

• 日本医療研究開発機構（AMED）／戦略的創造研究推進事業

• 科学技術振興機構（JST）／創発的研究支援事業

即時オープンアクセスが義務付けられる研究成果
• 査読付き電子ジャーナルに掲載された学術論文

（著者最終稿を含む）

• 論文の根拠データ

対応方法
原則として所属機関の機関リポジトリで公開（グリーンOA）

適用時期
2025年度以降、新たに行われる公募に採択された研究プロジェクト

※2024年度までに公募されたものは対象外｡

内閣府公開資料
• 学術論文等の即時オープンアクセスの

実現に向けた基本方針

• 国の基本方針の実施にあたっての具体
的方策

• 具体的方策に関するFAQ

• 説明会資料（2024年8月）
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世界と日本におけるオープンサイエンスの動向
―国内の動向―

プレダトリージャーナル（OAジャーナルの仕組みの悪用）に注意

プレダトリージャーナル（ハゲタカジャーナル）
OAジャーナルの仕組みを悪用し、著者が支払う論文投稿料（APC）を不正に得ようとする悪質な学術誌
• 適切な査読を行わない、あるいは査読が形式的で質が保証されていない

• 誤解を招くようなインパクト指標を用いて研究者を誘導するなど

プレダトリージャーナルに論文が掲載されるデメリット
• 著者や著者の所属研究機関の評価・信頼が損なわれる

• 投稿後にプレダトリージャーナルであると気づいても、論文の撤回が認められず、他の雑誌へ再度投稿し直
すことができなくなる

[参考]
投稿先学術雑誌の評価方法 | 大阪大学附属図書館
井出和希 学術誌・データのオープン化、質、逃れられない曖昧さと実践的アプローチ (研究大学コンソーシアム「学術情報流通に関する連続セミナー」第6回, 
2024年11月8日 における発表資料)
InterAcademy Partnersh / (訳) 井出和希, 林和弘, ホーク・フィリップ, 清水智樹「<翻訳>粗悪な学術誌・学術集会を拡げないために」 増補版, 2023

https://www.library.osaka-u.ac.jp/research/evaluation/
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https://ir.library.osaka-u.ac.jp/repo/ouka/all/98413/?lang=0&mode=0&opkey=R174236248763137&idx=2
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2. 研究データマネジメント人材育成の取組み紹介（１0分）

「AI等を活用する研究データエコシステム構築事業」

3. 研究データライフサイクルに沿った研究データマネジメント

実践の手がかり（５0分）
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DMP作成 OA化

研究データライフサイクル

共通
実践編

ストレージ使い方

実験データ 取込・保存

基礎編

２章

名古屋大学研究データ管理・公開・利活用ガイドラインなど

倫理審査

DMP作成
（研究PJ始動）

データ
取得・収集 データ分析 成果発表

論文・データ
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データ
長期保存

データ
保存・共有 データ加工

データ
利活用

事前知識
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４章

５章
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法令・規定
専門分野

ルール
DMP必須化 即時OA義務化 10年保存

ストレージ使い方

個人情報保護 個人情報保護

著作権・特許 著作権・特許

外為・不正アクセス

著作権・特許

基礎編教材・共通実践編教材の整備・展開

名古屋大学と連携



データタイプ
DMP 取得・収集 保存・共有 加工・分析 公開・利活用事前知識

実験データ
（画像・テキスト）

測定科学
（化学）

測定データの取
得・保存・共有 ◎ ◎ ー

理工系
医歯薬生命系

テキストデータ

質的社会科学
（フィールドワーク）

参与観察（エスノグ
ラフィ）によるデー
タの取得・収集お
よび保存・共有

◎ 〇

社会科学
（社会学・法
学・心理学・

教育学）

デジタル・ヒュー
マニティーズ

（特別コレクション）

TEI技術によるテ
キストのアノテー

ション・分析
◎

人文学（歴
史・哲学・言
語・文学・言

語学）

画像データ

デジタル・ヒュー
マニティーズ

（特別コレクション）

IIIF規格による高
精細画像化および

公開・利活用
〇 ◎ ◎

人文学（歴
史・哲学）

WEBデータ
デジタル人類学

スクレイピング技
術等による画像・

テキストの取得・収
集および加工分析

◎ ◎ ー

社会科学
（社会学・心
理学・教育

学）

統計データ・
位置データ

（ビッグデータ）

量的社会科学
（統計学） ◎ ◎ ー ー ー

社会科学
（経済学・地

理学）

代表的
対象分野

教材内容 応用を期待
する分野

基
礎
編
・共
通
実
践
編
（DM
P

・OA

）
今年度開発

開発済み

開発済み

開発済み

開発済み

準備中

教材展開

学内 学外

公開中

公開中

公開中

今年度
公開予定

公開中

今年度
公開予定

公開中

公開中

ワークショップ

来年度実
施に向けて

計画中
（ベルリン

自由大との
連携）

来年度
開催予定

①

②

③

来年度
公開予定

来年度
公開予定

実践編教材の整備戦略・展開



RDMサイクルに沿って背景知識を教材化

構成

➢ 研究データマネジメントを知る 
➢ 研究データポリシーと関係規程等 
➢ 研究データ管理計画（DMP） 
➢ 研究データを取得・収集および保存・共有する 
➢ 研究データを公開する 
➢ 研究データを利活用する

職種別の学習カリキュラム作成

RDM基礎編の開発
「オープンサイエンス時代における研究データマネジメント基礎」

学内展開（FD研修） 学外展開（学認LMS・ 機関リポジトリOUKA・大阪大学特設サイト）

大阪大学・九州大学・JPCOAR（オープンアクセス
リポジトリ推進協会）で協働改修



1. 世界と日本におけるオープンサイエンスの動向（10分）

2. 研究データマネジメント人材育成の取組み紹介（１0分）

「AI等を活用する研究データエコシステム構築事業」

3. 研究データライフサイクルに沿った研究データマネジメント

実践の手がかり（60分）

4. 質疑応答（１０分）
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FD研修「オープンサイエンス時代における研究データマネジメント基礎」



１．研究データマネジメントを知る

構成

➢ 研究データマネジメントを知る 
➢ 研究データポリシーと関係規程等 
➢ 研究データ管理計画（DMP） 
➢ 研究データを取得・収集および保存・共有する 
➢ 研究データを公開する 
➢ 研究データを利活用する



✓ 研究データは研究公正において重要なエビデンス
（大学の説明責任も）

研究公正 オープンサイエンス

◆ データの特性別のオープン・アンド・クローズ戦略が重要

◆ 研究データを適切に管理すると

✓ 国益や大学の利益に繋がる財産的価値のある成果物の保護

✓ 分野の特性など考慮した戦略 など

研究（分野A）

オープン領域

クローズ

領域

研究（分野B）

オープン領域

クローズ
領域

✓ 研究データは重要な研究の種
（研究効率化やイノベーション創出）

研究データの散逸防止 研究効率化 異分野融合 研究者評価の多様化

国内外の関係法令や学内規則等の把握が重要

研究データマネジメントの必要性



◆ データの特性別のオープン・アンド・クローズ戦略が重要

◆ 研究データを適切に管理すると

✓ 国益や大学の利益に繋がる財産的価値のある成果物の保護

✓ 分野の特性など考慮した戦略 など

研究（分野A）

オープン領域

クローズ

領域

研究（分野B）

オープン領域

クローズ
領域

研究データの散逸防止 研究効率化 異分野融合 研究者評価の多様化

国内外の関係法令や学内規則等の把握が重要

研究データマネジメントの必要性

オープンサイエンス

✓ 研究データは重要な研究の種
（研究効率化やイノベーション創出）

✓ 研究データは研究公正において重要なエビデンス
（大学の説明責任も）

研究公正



生成

加工

分析

保存

公開

再利用

研究データの取り扱い計画の策定

研究中の日々の情報の取り扱い
－研究データのライフサイクルの各段階・
全段階におけるデータの管理

研究後の長期的なデータの取り扱い

• Cf., The UK Data Service. (n.d.). Research data management. https://www.ukdataservice.ac.uk/manage-data/lifecycle.aspx
• van Selm, M. (2015). RDM Support - basic training course for information specialists. figshare. Dataset. 

https://doi.org/10.6084/m9.figshare.1285313.v1 を元に加工.
• 吉田et al.（2021, 02, 10）「研究データ管理サービスの設計と実践_第1章_第2版」『 教材「研究データ管理サービスの設計と実践」』, p.6. オープンアクセスリポジトリ推進協会（

JPCOAR）研究データ作業部会. https://jpcoar.repo.nii.ac.jp/records/607 を元に加工.

研究前

研究中

研究後

◆ 研究データのライフサイクル

研究プロジェクトにおいて使用、あるいは生成された情報は、以下のサイクルの中で組織化、構造化、保管、管理される

研究データのライフサイクル

https://www.ukdataservice.ac.uk/manage-data/lifecycle.aspx
https://www.ukdataservice.ac.uk/manage-data/lifecycle.aspx
https://www.ukdataservice.ac.uk/manage-data/lifecycle.aspx
https://doi.org/10.6084/m9.figshare.1285313.v1
https://jpcoar.repo.nii.ac.jp/records/607


研究データポリシーと関係規程等

本コンテンツは「AI等の活用を推進する研究データエコシステム構築事業」における大阪大学の成果である研究データ管理教材「オープンサイエンス時代に
おける研究データマネジメントの基礎について学ぶ」を基に、大阪大学・九州大学・オープンアクセスリポジトリ推進協会が連携して改修したものです。

構成

➢ 研究データマネジメントを知る 
➢ 研究データポリシーと関係規程等 
➢ 研究データ管理計画（DMP） 
➢ 研究データを取得・収集および保存・共有する 
➢ 研究データを公開する 
➢ 研究データを利活用する



研究データ管理に関わる３つのポリシー

１．研究機関のポリシー ２．研究助成機関のポリシー ３．学会・出版者のポリシー

注）他機関の研究者との
共同研究の場合は、各所属機
関のポリシーも。

大阪大学のポリシー・規程類（例）

✓大阪大学研究データポリシー
✓大阪大学における研究データの保存等に

関するガイドライン
✓各研究科等の研究データの保存等に関す

るガイドライン
✓大阪大学情報セキュリティポリシー
✓大阪大学情報セキュリティ対策規程
✓大阪大学における公正な研究活動の推進

に関する規程
✓大阪大学における人を対象とする生命科

学・医学系研究に関する規程
✓各研究科等の研究倫理規程

✓ 研究助成機関のWebサイトや助
成の公募書類の参照

✓ 所属機関の関連部門 （研究支援
部門）への照会

✓ 各研究助成機関のポリシーを概
観できるWebサイトも手掛かり
として活用できる
Open policy finder  
https://openpolicyfinder.jisc.ac.uk/

✓ データの公開方針を定めている例
• Research Data Guidelines (Elsevier)

https://www.elsevier.com/researcher/author/tool
s-and-resources/research-data/data-guidelines

データ公開方針を5段階で表示
• Neuron(Cell Press)のポリシー

https://www.cell.com/neuron/authors

特定のデータ種別につき“Mandatory Data 
Deposition”の記述あり

✓ データのアクセス先の明記を定めた例
• SpringerNature

https://doi.org/10.1038/ndigest.2016.161239

 “Data Availability Statement”にデータのアク
セス先を含む利用方法の明記を義務化

• AGU
https://www.agu.org/Publish-with-
AGU/Publish/Author-Resources/Data-and-
Software-for-Authors

“Acknowledgments”にデータへのアクセス方法
を明記するよう要求

吉田 et al. （2021, 02, 10）「研究データ管理サービスの設計と実践_第3章_第２版」『教材「研究データ管理サービスの設計と実践」』, p.5. オープンアクセスリポジトリ推進協会. 
https://jpcoar.repo.nii.ac.jp/records/607 を引用・加工

https://openpolicyfinder.jisc.ac.uk/
https://www.elsevier.com/researcher/author/tools-and-resources/research-data/data-guidelines
https://www.elsevier.com/researcher/author/tools-and-resources/research-data/data-guidelines
https://www.elsevier.com/researcher/author/tools-and-resources/research-data/data-guidelines
https://www.elsevier.com/researcher/author/tools-and-resources/research-data/data-guidelines
https://www.elsevier.com/researcher/author/tools-and-resources/research-data/data-guidelines
https://www.elsevier.com/researcher/author/tools-and-resources/research-data/data-guidelines
https://www.elsevier.com/researcher/author/tools-and-resources/research-data/data-guidelines
https://www.elsevier.com/researcher/author/tools-and-resources/research-data/data-guidelines
https://www.elsevier.com/researcher/author/tools-and-resources/research-data/data-guidelines
https://www.elsevier.com/researcher/author/tools-and-resources/research-data/data-guidelines
https://www.cell.com/neuron/authors
https://doi.org/10.1038/ndigest.2016.161239
https://www.agu.org/Publish-with-AGU/Publish/Author-Resources/Data-and-Software-for-Authors
https://www.agu.org/Publish-with-AGU/Publish/Author-Resources/Data-and-Software-for-Authors
https://www.agu.org/Publish-with-AGU/Publish/Author-Resources/Data-and-Software-for-Authors
https://www.agu.org/Publish-with-AGU/Publish/Author-Resources/Data-and-Software-for-Authors
https://www.agu.org/Publish-with-AGU/Publish/Author-Resources/Data-and-Software-for-Authors
https://www.agu.org/Publish-with-AGU/Publish/Author-Resources/Data-and-Software-for-Authors
https://www.agu.org/Publish-with-AGU/Publish/Author-Resources/Data-and-Software-for-Authors
https://www.agu.org/Publish-with-AGU/Publish/Author-Resources/Data-and-Software-for-Authors
https://www.agu.org/Publish-with-AGU/Publish/Author-Resources/Data-and-Software-for-Authors
https://www.agu.org/Publish-with-AGU/Publish/Author-Resources/Data-and-Software-for-Authors
https://www.agu.org/Publish-with-AGU/Publish/Author-Resources/Data-and-Software-for-Authors
https://www.agu.org/Publish-with-AGU/Publish/Author-Resources/Data-and-Software-for-Authors
https://www.agu.org/Publish-with-AGU/Publish/Author-Resources/Data-and-Software-for-Authors
https://www.agu.org/Publish-with-AGU/Publish/Author-Resources/Data-and-Software-for-Authors
https://www.agu.org/Publish-with-AGU/Publish/Author-Resources/Data-and-Software-for-Authors
https://jpcoar.repo.nii.ac.jp/records/607


研究データポリシーとは

◆第6期科学技術・イノベーション基本計画

「機関リポジトリを有する全ての大学・大学共同利用機関法人・国立研究開発法人において、2025年ま
でに、データポリシーの策定率が100％になる」（内閣府 2021,03,26:59-60）

研究者と機関との協働による組織的・統一的な対応
・研究データは日に日に膨大になり、研究者や研究室単位で
はなく大学全体として管理が必要

◆研究データポリシーの必要性

• 内閣府（2021, 03, 26）「第６期科学技術・イノベーション基本計画」, pp. 59-60. 内閣府. https://www8.cao.go.jp/cstp/kihonkeikaku/6honbun.pdf.
• 大学 ICT 推進協議会（AXIES）（2021,07,01）「 大学における研究データポリシー策定のためのガイドライン」, p.4. 大学ICT推進協会.

https://rdm.axies.jp/_media/sites/14/2021/07/urdp-guideline.pdf

研究（分野A） 研究（分野B）

オープン領域 オープン領域

クローズ領域
クローズ

領域

研究公正およびオープンサイエンスのための適切な研究デ
ータ管理の促進
・研究データは重要なエビデンスであり全学的なデータガ
バナンスの方針が必要
・研究効率化やイノベーション創出のためにエビデンスデー
タ以外の研究データの管理も重要
※分野毎のオープン・アンド・クローズ戦略が重要

研究データポリシーとは

https://www8.cao.go.jp/cstp/kihonkeikaku/6honbun.pdf
https://rdm.axies.jp/_media/sites/14/2021/07/urdp-guideline.pdf
https://rdm.axies.jp/_media/sites/14/2021/07/urdp-guideline.pdf
https://rdm.axies.jp/_media/sites/14/2021/07/urdp-guideline.pdf


研究者の責務（DMP作成の意義）

研究実施前に作成する研究データ管理計画（DMP）に沿って、研究データ管理を行う

「研究プロジェクト等における研究データの取り扱いを定めるものであり、具体的にはデータの種類、フォーマ
ット、アクセス及び共有のための方針、研究成果の保管に関する計画などについて記載されるもの。」

入念な準備

適切なデータ管理

研究の質、効率性向上・公正性・再現性
・データの信頼性
・セキュリティ向上

DMP

• 科学技術・学術審議会学術分科会学術情報委員会（2016, 02, 26）「学術情報のオープン化の推進について（審議まとめ）」, p.17. 文部科学省. 
https://www.mext.go.jp/component/b_menu/shingi/toushin/__icsFiles/afieldfile/2016/04/08/1368804_1_1_1.pdf

• 吉田 et al.（2018, 08, 31）「研究データ管理サービスの設計と実践_第3章： 研究前の支援」 『 教材「研究データ管理サービスの設計と実践」』, p.16. オープンアクセスリポジト
リ推進協会（JPCOAR）研究データ作業部会. https://jpcoar.repo.nii.ac.jp/records/128

https://www.mext.go.jp/component/b_menu/shingi/toushin/__icsFiles/afieldfile/2016/04/08/1368804_1_1_1.pdf
https://jpcoar.repo.nii.ac.jp/records/128


研究者の責務（データ管理の各段階）

◆ 研究データの取得・収集、保存

データの信頼性 相互運用性 正確性 機械可読性 トレーサビリティなど

FAIR原則 ：  データの共有・公開時に考慮すべき原則
Findable（見つけられる）、Accessible（アクセスできる）、Interoperable（相互運用できる）、Reusable（再利用できる） 

研究活動の公正性
研究データの価値向上

◆ 研究データの公開・利活用

✓ 関係する法令、学内規則、研究倫理その他の規範の遵守
✓ データ来歴を明らかにした上で保存
✓ 保存期間終了後には適切に処理

➢公開段階では研究データの品質の確保に努める

ただし 関連する法令、オープン・アンド・クローズ戦略（※）等の制約あり
※国益や大学の利益に繋がる財産的価値のある成果物の保護、分野の特性など考慮した戦略）

オープン領域

クローズ領域

研究（分野A）

オープン領域

クローズ領域

当該研究者が判断する適切な方法により、研究データを取得・収集し、保存する

➢研究者の判断の上、可能な限り当該データを社会に公開し、その利活用の促進に努める

FAIR原則を理解するということはオープン・アンド・クローズ戦略の手段を理解するという
こと研究データのクローズ環境を設定できるということでもある

大阪大学研究データポリシーより



大学の責務

◆ 研究データ管理を支援する環境の整備

✓ 適切な管理プラットフォームの提供
研究推進部、情報推進部、附属図書館

✓ 研究データのメタデータ作成支援（研究データ利活用を促進）
附属図書館

✓ 研究データ管理の啓発、研究データ管理計画作成の支援など
研究推進部、附属図書館

✓ 法および倫理的な支援（新たな研究分野の成果創出）
研究推進部、共創推進部、共創機構、経営企画オフィス

✓ 共同研究や産学連携等に必要な支援（研究データ利活用の促進）
共創推進部、共創機構

✓ 時代に合わせたポリシーの見直し
研究推進部

オープンサイエンス推進室と関係部署が連携し、研究データ管理を支援する環境の整備を図る。

大阪大学研究データポリシーより



関連する法令・学内規則類（大阪大学の場合）

研究データ基盤整備と国際展開ワーキング・グループ（2019, 10）「研究データ基盤整備と国際展開ワーキング・グループ報告書––研究データ基盤整備と国際展開に関する戦略––」, 
p.19. 内閣府. https://www8.cao.go.jp/cstp/tyousakai/kokusaiopen/houkokusho.pdf

研究データを適切に管理・保存・公開・利活用するためには、関連する法令・学内規則への理解が不可欠

特許法 大阪大学発明規程

著作権法

不正競争防止法

個人情報の保護に関する法律
国立大学法人大阪大学の保有す
る個人情報の管理に関する規程

外国為替及び外国貿易法 大阪大学安全保障輸出管理規程

不正アクセス行為の禁止等に関する法律

外国の知的財産法や EU 一般データ保護規則など

研究活動における不正行為への対応等に関するガイドライン

大阪大学における公正な研究活
動の推進に関する規程

大阪大学における研究データの
保存等に関するガイドライン外部機関との秘密保持契約、データ入手の際のサービス利用規約等

代表的な法令 学内規則

研究分野の

特性に応じ

て各部局で

定められた

たルール

https://www8.cao.go.jp/cstp/tyousakai/kokusaiopen/houkokusho.pdf


研究データ管理計画（DMP）

本コンテンツは「AI等の活用を推進する研究データエコシステム構築事業」における大阪大学の成果である研究データ管理教材「オープンサイエンス時代
における研究データマネジメントの基礎について学ぶ」を基に、大阪大学・九州大学・オープンアクセスリポジトリ推進協会が連携して改修したものです。

構成

➢ 研究データマネジメントを知る 
➢ 研究データポリシーと関係規程等 
➢ 研究データ管理計画（DMP） 
➢ 研究データを取得・収集および保存・共有する 
➢ 研究データを公開する 
➢ 研究データを利活用する



データ管理計画（データマネジメントプラン）とは

文部科学省科学技術・学術審議会学術分科会学術情報委員会（2016, 2, 26）「学術情報のオープン化の推進について（審議まとめ）」, p.17. 
https://www.mext.go.jp/component/b_menu/shingi/toushin/__icsFiles/afieldfile/2016/04/08/1368804_1_1_1.pdf
日本学術振興会「科研費における研究データの管理・利活用について 3．科研費での対応の流れ」
https://www.jsps.go.jp/j-grantsinaid/01_seido/10_datamanagement/
日本学術振興会（2023, 10）「独立行政法人日本学術振興会の事業における研究データの取扱いに関する基本方針」 , p.3. 
https://www.jsps.go.jp/file/storage/open_science/basic_policy.pdf

◆ 科研費全研究種目でDMP作成必須化

日本学術振興会 科学研究費助成事業
（科研費）
科学研究費助成事業データマネジメン
トプラン（ＤＭＰ）〔作成上の注意〕

「科研費での研究の実施にあたっては、研
究データの管理計画書であるデータマネ
ジメントプラン（ＤＭＰ）を活用し、研究デ
ータの適切な管理や利活用の促進に努め
ていただきます。」

「研究者は、オープン・アンド・クローズ戦
略に従いDMPを策定し、それに基づいて
データの公開・共有を行ってください。」

https://www.mext.go.jp/component/b_menu/shingi/toushin/__icsFiles/afieldfile/2016/04/08/1368804_1_1_1.pdf
https://www.jsps.go.jp/file/storage/kaken_g_737/siryou2.pdfhttps:/www.jsps.go.jp/j-grantsinaid/01_seido/10_datamanagement/
https://www.jsps.go.jp/file/storage/kaken_g_737/siryou2.pdfhttps:/www.jsps.go.jp/j-grantsinaid/01_seido/10_datamanagement/
https://www.jsps.go.jp/file/storage/kaken_g_737/siryou2.pdfhttps:/www.jsps.go.jp/j-grantsinaid/01_seido/10_datamanagement/
https://www.jsps.go.jp/file/storage/open_science/basic_policy.pdf
https://www.jsps.go.jp/file/storage/kaken_01_10_datamanagement/dmp_chui.pdf
https://www.jsps.go.jp/file/storage/kaken_01_10_datamanagement/dmp_chui.pdf
https://www.jsps.go.jp/file/storage/kaken_01_10_datamanagement/dmp_chui.pdf
https://www.jsps.go.jp/file/storage/kaken_01_10_datamanagement/dmp_chui.pdf
https://www.jsps.go.jp/file/storage/kaken_01_10_datamanagement/dmp_chui.pdf
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◆ 申請先の機関が定めるデータポリシー、申請要項、各種様式等を確認
JST 「CREST ガイド（研究者向けハンドブック）」

CREST研究はデータマネジメントプランに基づいた研究データの保存・管理・公開を実施した上で
遂行していただきます。 
～中略～
「オープンサイエンス促進に向けた研究成果の取扱いに関する JST の基本方針」
https://www.jst.go.jp/pr/intro/openscience/policy_openscience_r4.pdf

「オープンサイエンス促進に向けた研究成果の取扱いに関する JST の基本方針ガイドライン」
https://www.jst.go.jp/pr/intro/openscience/guideline_openscience_r4.pdf

◆ 日本学術振興会（JSPS：科研費） ◆ 日本医療研究開発機構（AMED）
科学研究費助成事業データマネジメントプラン（DMP）様式例

※研究の進捗に応じ、個別の研究データごとの記述を追記・更新すること※

※本様式例の項目の内容に沿っていれば、本様式以外を用いても差し支えない※

1. DMP作成・更新情報

DMP作成年月日

DMP最終更新年月日

2. 研究課題情報

研究課題番号

3. 担当者情報

本計画書内通し番号 氏名

研究者番号

※該当がない場合は

空欄可

連絡先

研究代表者

研究分担者

研究分担者

研究データの取得者又は収集者

研究データの取得者又は収集者

研究開発データの管理責任者

4. 研究データ情報

No. 研究データの名称 研究データの概要
研究データの取得者又

は収集者

研究データの管理者

※取得者又は収集者と

異なる場合のみ記入

機微情報がある場合の取り扱い方針
研究データの公開・

提供方針
研究データの公開・提供方針詳細

研究データの公開・提供場所

（URL、DOI）
研究データ公開日（予定日）

1 選択してください

2 選択してください

3 選択してください

4 選択してください

5 選択してください

所属・役職

◆ 新エネルギー・産業技術総合開発機構（NEDO）

• 日本学術振興会「科研費における研究データの管理・利活用について」https://www.jsps.go.jp/j-grantsinaid/01_seido/10_datamanagement/index.html
• 日本医療研究開発機構（2023, 10, 16）「AMEDにおける研究開発データの取扱いに関する基本方針、AMED研究データ利活用に係るガイドライン、データマネジメントプラン」

https://www.amed.go.jp/koubo/datamanagement.html
• 新エネルギー・産業技術総合開発機構（n.d.）「NEDOプロジェクトにおけるデータマネジメントについて」https://www.nedo.go.jp/jyouhoukoukai/other_CA_00003.html
• ––––––（2018, 3, 27）「NEDOプロジェクトにおけるデータマネジメントに係る基本方針」https://www.nedo.go.jp/content/100951445.pdf

https://www.jst.go.jp/pr/intro/openscience/policy_openscience_r4.pdf
https://www.jst.go.jp/pr/intro/openscience/guideline_openscience_r4.pdf
https://www.jsps.go.jp/j-grantsinaid/01_seido/10_datamanagement/index.html
https://www.jsps.go.jp/j-grantsinaid/01_seido/10_datamanagement/index.html
https://www.jsps.go.jp/j-grantsinaid/01_seido/10_datamanagement/index.html
https://www.amed.go.jp/koubo/datamanagement.html
https://www.nedo.go.jp/jyouhoukoukai/other_CA_00003.html
https://www.nedo.go.jp/content/100951445.pdf


欧州の研究助成機関のDMPテンプレート例

Tomasz Miksa, Data Management Plans, Vienna Univ. Data Steward course 3.2



DMPに求められる情報（一般的な項目）

統合イノベーション戦略推進会議（2024/07/30 改正）「「公的資金による研究データの管理・利活用に関する基本的な考え方」におけるメタデータの共通項目」. 
https://www8.cao.go.jp/cstp/common_metadata_elements.pdf

https://www8.cao.go.jp/cstp/common_metadata_elements.pdf


研究データマネジメントとDMPの関係

「研究データ管理計画（DMP）とは 研究計画とデータマネジメント 〈 学習編 〉」, 大阪大学オープンサイエンス推進室研究データ管理・オープンアクセス支援, https://osoa-portal.
osaka-u.ac.jp/data-management/dmp-what/

DMPは静的な文書ではなく、研究進行に応じて更新される「Living Document」であるべき
「なお、研究開発の進展や外部環境の変化により、データ利活用の範囲・内容等を修正する必要が生じる場合も考えられるが
、受託者は、原則年度毎の契約時又は 変更の必要性が生じた際に適宜DMPの見直し、改訂を行うことができ、AMED は必
要に応じて助言をした上で改訂を承認することができる。」

（AMED 研究データ利活用に係るガイドライン2.1 版）

https://osoa-portal.osaka-u.ac.jp/data-management/dmp-what/
https://osoa-portal.osaka-u.ac.jp/data-management/dmp-what/
https://osoa-portal.osaka-u.ac.jp/data-management/dmp-what/
https://osoa-portal.osaka-u.ac.jp/data-management/dmp-what/
https://osoa-portal.osaka-u.ac.jp/data-management/dmp-what/
https://osoa-portal.osaka-u.ac.jp/data-management/dmp-what/
https://osoa-portal.osaka-u.ac.jp/data-management/dmp-what/
https://osoa-portal.osaka-u.ac.jp/data-management/dmp-what/
https://osoa-portal.osaka-u.ac.jp/data-management/dmp-what/
https://osoa-portal.osaka-u.ac.jp/data-management/dmp-what/
https://www.amed.go.jp/content/000117366.pdf?utm_source=chatgpt.com
https://www.amed.go.jp/content/000117366.pdf?utm_source=chatgpt.com
https://www.amed.go.jp/content/000117366.pdf?utm_source=chatgpt.com
https://www.amed.go.jp/content/000117366.pdf?utm_source=chatgpt.com


Q. 最低限押さえるべき項目は何か

統合イノベーション戦略推進会議（2024/07/30 改正）「「公的資金による研究データの管理・利活用に関する基本的な考え方」におけるメタデータの共通項目」. 
https://www8.cao.go.jp/cstp/common_metadata_elements.pdf

DMP作成必須の研究助成金ではないし、忙しい。。。

最低限押さえるべき要素は何か。DMPがのちのち一番役に立つ教育現場を想像すると…

研究チームに学生が複数入っていて、修士課程の学生の研究成果であるデータの大元のデータは博士課程の学生が
持っていて、○○…

「データ散逸を防ぐ」という観点で言えば、最低限押さえるべき項目が見えてくるかもしれません。

PDFでデータ保存されても困るし…

オープンサイエンス時代といえど
勝手に公開されても困るし…

データ保管の責任者はだれか…

https://www8.cao.go.jp/cstp/common_metadata_elements.pdf


Q． DMPの内容を途中で変更する必要が出たら、どうすればよいか？

「研究データ管理計画（DMP）とは 研究計画とデータマネジメント 〈 学習編 〉」, 大阪大学オープンサイエンス推進室研究データ管理・オープンアクセス支援, https://osoa-portal.
osaka-u.ac.jp/data-management/dmp-what/

変更内容は研究チーム内で共有し、適切に記録を残すことが重要。
〈更新例〉

• 研究の進捗に応じてデータの保存場所を変更したとき
• 新たなデータ収集手法の導入したとき
• 保存場所が突然利用不可になった場合のバックアップ計画を策定したとき
• データの保存・共有ポリシーを変更したとき
• 管理者や関係者の連絡先情報の更新が必要なとき

https://osoa-portal.osaka-u.ac.jp/data-management/dmp-what/
https://osoa-portal.osaka-u.ac.jp/data-management/dmp-what/
https://osoa-portal.osaka-u.ac.jp/data-management/dmp-what/
https://osoa-portal.osaka-u.ac.jp/data-management/dmp-what/
https://osoa-portal.osaka-u.ac.jp/data-management/dmp-what/
https://osoa-portal.osaka-u.ac.jp/data-management/dmp-what/
https://osoa-portal.osaka-u.ac.jp/data-management/dmp-what/
https://osoa-portal.osaka-u.ac.jp/data-management/dmp-what/
https://osoa-portal.osaka-u.ac.jp/data-management/dmp-what/
https://osoa-portal.osaka-u.ac.jp/data-management/dmp-what/


Q. データ公開をしたくない場合、どのような選択肢があるか？

• 日本学術振興会「科学研究費助成事業データマネジメントプラン（ＤＭＰ）〔作成上の注意〕」, https://www.jsps.go.jp/file/storage/kaken_01_10_datamanagement/dmp_chui.pdf
• 日本医療研究開発機構（2023, 10, 16）「AMEDにおける研究開発データの取扱いに関する基本方針、AMED研究データ利活用に係るガイドライン、データマネジメントプラン」

https://www.amed.go.jp/koubo/datamanagement.html
• ––––––––（2021, 3, 11）「AMED研究データ利用に係るガイドライン2.0版」https://www.amed.go.jp/content/000089256.pdf

センシティブデータや特許申請、論文発表準備など、一定期間データを非公開にする必要がある場合
、以下の3つの方法を検討する

AMED 研究データ利活用に係るガイドライン2.１ 版
「AMEDからの支援（委託又は補助）を受けた研究開発の成果として生

み出されるデータには、患者の個人情報が含まれることがあり、関係法

令、倫理指針等に基づく個人情報の保護やプライバシーの保護を含め

た、適切なデータのシェアリングを実施しなければならない。」

「各大学・研究機関・企業等による研究開発のインセンティブや国益を保

つという観点からは、一部の研究開発データについては少なくとも一定

期間はデ ータシェアリングを行わないことを認めることも、オープン・ア

ンド・クローズ戦略の観点から重要である。」

「【例外猶予期間】～省略」

科学研究費助成事業データマネジメントプラン（ＤＭＰ）
〔作成上の注意〕
「５. 「機微情報がある場合の取り扱い方針」欄には、データの保存や共

有に関する同意、匿名化 処理、センシティブデータの扱い等を記入する

こと。」

https://www.jsps.go.jp/file/storage/kaken_01_10_datamanagement/dmp_chui.pdf
https://www.amed.go.jp/koubo/datamanagement.html
https://www.amed.go.jp/content/000089256.pdf


データ管理計画作成ツール
◆ DMPOnlineとDMPToolはデータ管理計画作成ツールを無料で使用可能

DMPOnline（デジタル・キュレーション・センター）

https://dmponline.dcc.ac.uk

DMPTool（カリフォルニア大学キュレーション・センター）
https://dmptool.org

吉田幸苗et al.（2021, 2, 10）「研究データ管理サービスの設計と実践_第3章_第2版」『教材「研究データ管理サービスの設計と実践」』p.30. 
https://jpcoar.repo.nii.ac.jp/records/607.
西薗由依 et al.（2020, 10, 29）「研究者のための研究データマネジメント_研究前_申請書類（DMP）の作成」『教材「研究者のための研究データマネジメント」』
https://jpcoar.repo.nii.ac.jp/records/294

誰でも無料で
アカウント作成可能

• DMPonline - Public DMPs
 https://dmponline.dcc.ac.uk/public_plans

• DMPTool - Public DMPs
    https://dmptool.org/public_plans

https://dmponline.dcc.ac.uk/
https://dmptool.org/
https://jpcoar.repo.nii.ac.jp/records/607
https://jpcoar.repo.nii.ac.jp/records/294
https://dmponline.dcc.ac.uk/public_plans
https://dmptool.org/public_plans


研究データの取得・収集および保存・共有

本コンテンツは「AI等の活用を推進する研究データエコシステム構築事業」における大阪大学の成果である研究データ管理教材「オープンサイエンス時代
における研究データマネジメントの基礎について学ぶ」を基に、大阪大学・九州大学・オープンアクセスリポジトリ推進協会が連携して改修したものです。

構成

➢ 研究データマネジメントを知る 
➢ 研究データポリシーと関係規程等 
➢ 研究データ管理計画（DMP） 
➢ 研究データを取得・収集および保存・共有する 
➢ 研究データを公開する 
➢ 研究データを利活用する



研究データの取得・収集

どのようにデータを収集・生成するのか

どのようなデータを収集・生成するのか

吉田幸苗 et al.（2021, 2, 10）「研究データ管理サービスの設計と実践_第3章_第2版」『教材「研究データ管理サービスの設計と実践」』, p.23. 
https://jpcoar.repo.nii.ac.jp/records/607

データの種別は概ね下記のいずれかに分類
集計データ、臨床試験データ、編集データ、符号化データ、実験データ、地理空間データ、測定・評価データ、観測データ
、記録データ、シミュレーションデータ、調査データ

「JPCOARスキーマガイドライン」に基づく研究データのdataset区分に関しては、Cf., オープンアクセスリポジトリ推進協会（2019, 11, 27）「資源タイプ語
彙別表」. https://schema.irdb.nii.ac.jp/ja/2.0/resource_type_vocabulary

• 関係する法令、学内規則、研究倫理その他の規範の遵守
• FAIR原則に則りデータ来歴を明らかにした上で保存
• 保存期間終了後には適切に分類（保存する研究データ、破棄する研究データなど）・保存し、適切な処理が必要

➢データの種別、フォーマット、容量 etc.
➢フォーマットやソフトウェアのデータ共有・長期アクセスへの適性
➢再利用できる既存のデータの有無

➢用いる標準や方法論
➢フォルダやファイルの構造化の方法
➢バージョン管理の方法

https://jpcoar.repo.nii.ac.jp/records/607
https://schema.irdb.nii.ac.jp/ja/2.0/resource_type_vocabulary


研究データの保存

どのデータを保持・保存すべきか

研究期間中のデータの保管・バックアップ方法

• 西薗由依 et al.（2020, 10, 29）「研究者のための研究データマネジメント_研究前_所属機関のインフラ活用」『教材「研究者のための研究データマネジメント」』, p.6. 
https://jpcoar.repo.nii.ac.jp/records/294

➢情報セキュリティポリシーに適応したシステム・ストレージを選定
➢求められるアクセス制限やアカウント管理のレベルに応じた選定
➢個人でインフラ整備の必要があれば、関連部門と相談のうえセキュリティ強化されたストレージを選定

アクセス制限やセキュリティ確保の管理

➢充分なストレージを有しているか
➢付加サービスの利用に必要な料金を使途に含める必要があるか
➢データのバックアップ方法
➢障害発生時のデータの復元方法

➢契約、法律、規制等の理由で保持あるいは破棄すべきデータ
➢その他の保存するデータの決定方法
➢データの保持・保存の期間

「大阪大学情報セキュリティーポリシー」（大阪大
学情報推進本部）
https://www.oict.osaka-
u.ac.jp/securitypolicy/

「大阪大学における研究データの保存等に関する
ガイドライン」
https://www.osaka-u.ac.jp/ja/research
/researchintegrity/files/data_guideline
.pdf

ストレージ選定における留意点

https://jpcoar.repo.nii.ac.jp/records/294
https://www.oict.osaka-u.ac.jp/securitypolicy/
https://www.oict.osaka-u.ac.jp/securitypolicy/
https://www.oict.osaka-u.ac.jp/securitypolicy/
https://www.osaka-u.ac.jp/ja/research/researchintegrity/files/data_guideline.pdf
https://www.osaka-u.ac.jp/ja/research/researchintegrity/files/data_guideline.pdf
https://www.osaka-u.ac.jp/ja/research/researchintegrity/files/data_guideline.pdf
https://www.osaka-u.ac.jp/ja/research/researchintegrity/files/data_guideline.pdf
https://www.osaka-u.ac.jp/ja/research/researchintegrity/files/data_guideline.pdf


研究データ共有 非公開共有 自然科学分野

             

             

     

         
          

    
  
  

      

       
      

      

   

         
    
    

          
     

           

      

             

      

       

            
       

     

        

  

◆ 大阪大学コアファシリティ機構が推進する
測定データの集約・管理を例に

実験系研究データ管理の実践（研究者向け・管理
者向け）
大阪大学コアファシリティ機構; 大阪大学研究推
進本部オープンサイエンス推進室, 2024
https://hdl.handle.net/11094/97150

https://hdl.handle.net/11094/97150


人文学オープンデータ共同利用センター

人文学・社会科学総合データカタログ

◆ 人文学・社会科学におけるデータ
共有の例

• 日本学術振興会（n.d.）「人文学・社会科学総合データカタログ（JDCat）」. https://jdcat.jsps.go.jp/
• データサイエンス共同利用基盤施設（n.d.）「人文学オープンデータ共同利用センター」. http://codh.rois.ac.jp

研究データ共有 公開共有 人文学・社会科学分野
研究データ共有 公開共有 人文学・社会科学分野

◆ 日本学術振興会『人文学・
社会科学におけるデータ
共有のための手引き』

◆ 人文学系教材の作成

https://jdcat.jsps.go.jp/
http://codh.rois.ac.jp/


研究データを公開する

本コンテンツは「AI等の活用を推進する研究データエコシステム構築事業」における大阪大学の成果である研究データ管理教材「オープンサイエンス時代
における研究データマネジメントの基礎について学ぶ」を基に、大阪大学・九州大学・オープンアクセスリポジトリ推進協会が連携して改修したものです。

構成

➢ 研究データマネジメントを知る 
➢ 研究データポリシーと関係規程等 
➢ 研究データ管理計画（DMP） 
➢ 研究データを取得・収集および保存・共有する 
➢ 研究データを公開する 
➢ 研究データを利活用する



公開前の確認事項

Findable：発見可能性

Accessible：アクセス可能性

Interoperable：相互運用可能性

Reusable：再利用可能性

吉田幸苗 et al.（2021, 2, 10）「研究データ管理サービスの設計と実践_第１章_第2版」, pp.20. https://jpcoar.repo.nii.ac.jp/records/607。ただし一部加工している。
吉田幸苗 et al.（2021, 2, 10）「研究データ管理サービスの設計と実践_第５章_第2版」, pp.6. https://jpcoar.repo.nii.ac.jp/records/607。ただし一部加工している。

◆ 関係者からの許諾

許諾の文書化、ポリシー等の法的担保の有無

◆ 匿名化処理（個人情報への対応）

Cf., 総務省（2023, 6, 16）「匿名データの作成・提供に関するガイドライン」
https://www.soumu.go.jp/main_content/000806227.pdf

◆ データの粒度・フォーマット

再利用・引用に適した単位、適切なファイルフォーマット

◆ 管理責任者（問合せ先）の決定、エンバーゴ期間、DMP
「論文出版まで非公開」などの制約がないか

• NBDC研究チーム(訳) FAIR原則（「THE FAIR DATA PRINCIPLES」和訳）（2019）
https://doi.org/10.18908/a.2019112601

◆ FAIR原則

https://jpcoar.repo.nii.ac.jp/records/607
https://jpcoar.repo.nii.ac.jp/records/607
https://www.soumu.go.jp/main_content/000806227.pdf
https://doi.org/10.18908/a.2019112601


F-UJI(FAIR assessment)

F-UJI: tool for assessing FAIRness of data objects



研究データの公開

知的財産的な価値の
戦略的占有

⚫ 機関の知財、データ保存ポリシー

⚫ その他、知財担当部署等への確認

複数関係者間での
知的財産権、秘匿義務

センシティブ情報（個人
情報・プライバシー情報
等)を含有

非公開とすべき場合

⚫ データ共有者の所属機関ポリシー

⚫ データ共有者間での取り決め

⚫ データ共有者間での取り決め

確認すべき事項

吉田幸苗 et al.（2021, 2, 10）「研究データ管理サービスの設計と実践_第５章_第2版」, p.5. https://jpcoar.repo.nii.ac.jp/records/607

https://jpcoar.repo.nii.ac.jp/records/607


リポジトリ
◆ 機関リポジトリとは

– 学術機関によって設置される、所属構成員による研究成果等を収集・
保存・公開する電子アーカイブ

– 研究データの公開先のひとつとしても期待されている

21
• 学術機関リポジトリ構築連携支援事業（2023, 4, 6）「機関リポジトリ公開数とコンテンツ数の推移」 https://www.nii.ac.jp/irp/archive/statistic/
• 内閣府（2021, 6, 18）「統合イノベーション戦略2021」 https://www8.cao.go.jp/cstp/tougosenryaku/2021.html
• 吉田幸苗 et al.（2021, 2, 10）「研究データ管理サービスの設計と実践_第５章_第2版」, pp.8, 9, 11, 12. https://jpcoar.repo.nii.ac.jp/records/607を加工。

◆ データリポジトリとは

第三者による認証
（ re3data で絞込検索可）

出版者・助成機関の
ポリシー

機関の研究データ保
存ガイドライン

研究コミュニティ
へのインパクト

・Elsevier: Mendeley Data
https://data.mendeley.com/

・Springer Nature推奨リポジトリ一覧
https://www.springernature.com/gp/authors/resear
ch-data-policy/recommended-repositories

・PLOS ONE推奨リポジトリ一覧
https://journals.plos.org/plosone/s/reco
mmended-repositories

出版社の推奨するリポジトリ

分野別リポジトリ

機関リポジトリ

汎用リポジトリ

• re3data 
分野を絞り検索可能
https://www.re3data.org/

• 京都大学学術情報リポジトリ
https://repository.kulib.kyoto-u.ac.jp/dspace/

• 学術機関リポジトリデータベース
https://irdb.nii.ac.jp/

• Zenodo 
https://zenodo.org/

一般に研究データやそれに付随するプログラム等を収集・保管の対象とするリポジトリ

• Figshare
https://figshare.com/

公開場所の選定の際に考慮すべき情報

• Elsevier Mendeley Data   
https://data.mendeley.com/

https://www.nii.ac.jp/irp/archive/statistic/
https://www8.cao.go.jp/cstp/tougosenryaku/2021.html
https://jpcoar.repo.nii.ac.jp/records/607
https://data.mendeley.com/
https://www.springernature.com/gp/authors/research-data-policy/recommended-repositories
https://www.springernature.com/gp/authors/research-data-policy/recommended-repositories
https://www.springernature.com/gp/authors/research-data-policy/recommended-repositories
https://www.springernature.com/gp/authors/research-data-policy/recommended-repositories
https://www.springernature.com/gp/authors/research-data-policy/recommended-repositories
https://www.springernature.com/gp/authors/research-data-policy/recommended-repositories
https://www.springernature.com/gp/authors/research-data-policy/recommended-repositories
https://www.springernature.com/gp/authors/research-data-policy/recommended-repositories
https://journals.plos.org/plosone/s/recommended-repositories
https://journals.plos.org/plosone/s/recommended-repositories
https://journals.plos.org/plosone/s/recommended-repositories
https://journals.plos.org/plosone/s/recommended-repositories
https://www.re3data.org/
https://repository.kulib.kyoto-u.ac.jp/dspace/
https://repository.kulib.kyoto-u.ac.jp/dspace/
https://repository.kulib.kyoto-u.ac.jp/dspace/
https://irdb.nii.ac.jp/
https://zenodo.org/
https://figshare.com/
https://data.mendeley.com/


メタデータの流通

メタデータはNII(国立情報学研究所)のIRDBというデータベースによって収集され各デー
タベース等に流通する。

・Google Scholar

機関
リポジトリ

データカタログ
横断検索システム

Google 
Dataset 
Search

国立情報学研究所（n.d.）「学術機関リポジトリデータベースサポート」. https://support.irdb.nii.ac.jp/jaを加工。

https://support.irdb.nii.ac.jp/ja
https://support.irdb.nii.ac.jp/ja
https://support.irdb.nii.ac.jp/ja


ライセンシング

吉田幸苗 et al.（2021, 2, 10）「研究データ管理サービスの設計と実践_第５章_第2版」, p.28, 30, 31. https://jpcoar.repo.nii.ac.jp/records/607

◆著者によるライセンス表示

◆管理者側からの意思表示

https://creativecommons.jp/licenses/

参考：ソフトウェアのライセンスツール

GitHub, Choose an open source license
https://opendatacommons.org/licenses/

表示・非営利・改変禁止・継承の4条件を組み合わせて利用条件を表現するツール

事実情報由来のデータ・データベースにも適用可能。

登録先のリポジトリによって使えるライセンスは異なる

https://choosealicense.com/

Creative Commons License（クリエイティブコモンズ・ライセンス）

Open Data Commons（オープンデータコモンズ）

http://rightsstatements.org
/en/

Public Domain Mark（パブリックドメインマーク）

Creative Commonsによる著作物を初めとする知的創作物について、
知的財産権が発生していない状態を表す

参考：Creative Commons, CC0 
PDM comparison chart                
https://wiki.creativecommon
s.org/wiki/CC0_PDM_compari
son_chart

Rights Statements（ライツステートメンツ）

・オンライン文化資源の著作権のステータス交換が目的

・著作権の状態を、「著作権が存在する場合」、「著作権が存在しない場合」
「著作権の存在が明確でない場合」に分類し、12種類のライセンスで表現

https://jpcoar.repo.nii.ac.jp/records/607
https://creativecommons.jp/licenses/
https://opendatacommons.org/licenses/
https://choosealicense.com/
http://rightsstatements.org/en/
http://rightsstatements.org/en/
https://wiki.creativecommons.org/wiki/CC0_PDM_comparison_chart
https://wiki.creativecommons.org/wiki/CC0_PDM_comparison_chart
https://wiki.creativecommons.org/wiki/CC0_PDM_comparison_chart


データ論文とは

◆ データ論文（データペーパー）とは

実験や観測で得られた数値などの「データ」につき、その取得方法や処理方法、所在等について記載した論文。通常の
学術論文と異なり、新たな科学的知見が含まれているかどうかは問わない。

◆ データ論文を出版することによって

 データの利用者拡大 検証可能性の向上 データ作成者、データ取得者の貢献度をより明確に表現

◆ データ論文を専門に受け付ける「データジャーナル」も存在

西薗由依 et al. （2020, 10, 29）「研究者のための研究データマネジメント_研究後_データ論文を通じたデータ公開」『教材「研究者のためのデータマネジ
メント」』, pp.2, 3. https://jpcoar.repo.nii.ac.jp/records/294を加工。

Scientific Data

Data in Brief

Geoscience Data Journal

Polar Data Journal

https://www.nature.com/sdata
/

https://www.sciencedirect.com/journal/data-in-brief

http://rmets.onlinelibrary.wiley.com/hub/journal
/10.1002/(ISSN)2049-6060/

https://pdr.repo.nii.ac.jp/

Research Data Journal for the 
Humanities and Social Sciences

https://brill.com/view/journals/rdj/rdj-overview.xml

出版社のデータジャーナル

分野別のデータジャーナル

日本のデータジャーナル

https://jpcoar.repo.nii.ac.jp/records/294
https://www.nature.com/sdata/
https://www.nature.com/sdata/
https://www.sciencedirect.com/journal/data-in-brief
https://www.sciencedirect.com/journal/data-in-brief
https://www.sciencedirect.com/journal/data-in-brief
https://www.sciencedirect.com/journal/data-in-brief
https://www.sciencedirect.com/journal/data-in-brief
http://rmets.onlinelibrary.wiley.com/hub/journal/10.1002/(ISSN)2049-6060/
http://rmets.onlinelibrary.wiley.com/hub/journal/10.1002/(ISSN)2049-6060/
http://rmets.onlinelibrary.wiley.com/hub/journal/10.1002/(ISSN)2049-6060/
http://rmets.onlinelibrary.wiley.com/hub/journal/10.1002/(ISSN)2049-6060/
https://pdr.repo.nii.ac.jp/
https://brill.com/view/journals/rdj/rdj-overview.xml
https://brill.com/view/journals/rdj/rdj-overview.xml
https://brill.com/view/journals/rdj/rdj-overview.xml


研究データを利活用する

本コンテンツは「AI等の活用を推進する研究データエコシステム構築事業」における大阪大学の成果である研究データ管理教材「オープンサイエンス時代
における研究データマネジメントの基礎について学ぶ」を基に、大阪大学・九州大学・オープンアクセスリポジトリ推進協会が連携して改修したものです。

構成

➢ 研究データマネジメントを知る 
➢ 研究データポリシーと関係規程等 
➢ 研究データ管理計画（DMP） 
➢ 研究データを取得・収集および保存・共有する 
➢ 研究データを公開する 
➢ 研究データを利活用する



データを検索する

どうやって検索するのか？

自身で生成・取得したデータ 他の研究者により生成された既存のデータ

etc...

論文に記載されている情報

から探す

Smith, John et 
al. 20XX. 
“Abcde...

データジャーナル
から探す

複数のデータリポジトリか
ら一括で検索する

個別のデータリポジトリ
で探す

◆データの検索方法

西薗由依 et al.（2020, 10, 29）「研究者のための研究データマネジメント_研究中_データの検索・発見・収集」, pp.2, 3. https://jpcoar.repo.nii.ac.jp/records/294を加
工。

◆研究の際に用いるデータ

https://jpcoar.repo.nii.ac.jp/records/294


• 約450の分野別リポジトリや機関リ
ポジトリを横断してデータを検索する
ことができる（2024年10月現在）

• 有料のデータベース

Data Citation Index

https://webofscience.help.clarivate.com/ja-jp/Content/data-citation-index/data-citation-index.htm

https://webofscience.help.clarivate.com/
ja-jp/Content/data-citation-index/data-
citation-index.htm

提供元 ClarivateAnalytics

複数のデータリポジトリから一括で検索する1

西薗由依 et al.（2020, 10, 29）「研究者のための研究データマネジメント_研究中_データの検索・発見・収集」, p. 4,6. https://jpcoar.repo.nii.ac.jp/records/294

https://commons.datacite.org/

https://commons.datacite.org/

• DataCiteCommonsによって
付与されたDOIやキーワード、
ORCIDidからデータ、研究者・研
究支援者、組織、リポジトリを検索
できる

DataCite Commons

DataCite Commons提供元

• 海外の分野別リポジトリや機関リ
ポジトリなどから一括で検索可能

• 提供元やデータの種類で絞り込
みを行うことができる

Mendeley Data

https://data.mendeley.com/

https://data.mendeley.com/

Elsevier提供元

http://wokinfo.com/products_tools/multidisciplinary/dci/
https://webofscience.help.clarivate.com/ja-jp/Content/data-citation-index/data-citation-index.htm
https://webofscience.help.clarivate.com/ja-jp/Content/data-citation-index/data-citation-index.htm
https://webofscience.help.clarivate.com/ja-jp/Content/data-citation-index/data-citation-index.htm
https://webofscience.help.clarivate.com/ja-jp/Content/data-citation-index/data-citation-index.htm
https://webofscience.help.clarivate.com/ja-jp/Content/data-citation-index/data-citation-index.htm
https://webofscience.help.clarivate.com/ja-jp/Content/data-citation-index/data-citation-index.htm
https://webofscience.help.clarivate.com/ja-jp/Content/data-citation-index/data-citation-index.htm
https://webofscience.help.clarivate.com/ja-jp/Content/data-citation-index/data-citation-index.htm
https://webofscience.help.clarivate.com/ja-jp/Content/data-citation-index/data-citation-index.htm
https://webofscience.help.clarivate.com/ja-jp/Content/data-citation-index/data-citation-index.htm
https://webofscience.help.clarivate.com/ja-jp/Content/data-citation-index/data-citation-index.htm
https://webofscience.help.clarivate.com/ja-jp/Content/data-citation-index/data-citation-index.htm
https://jpcoar.repo.nii.ac.jp/records/294
https://search.datacite.org/
https://commons.datacite.org/
https://data.mendeley.com/
https://data.mendeley.com/


• 日本国内の機関リポジトリ等に登録された
研究データを検索することができる

• データセットだけでなく論文なども検索対象と
なっているため、データのみを検索する際は詳
細検索を活用する

CiNii Research

https://cir.nii.ac.jp/

https://cir.nii.ac.jp/

国立情報学研究所(NII）提供元

複数のデータリポジトリから一括で検索する

西薗由依 et al.（2020, 10, 29）「研究者のための研究データマネジメント_研究中_データの検索・発見・収集」, p.7. https://jpcoar.repo.nii.ac.jp/records/294を加工。

1

http://irdb.nii.ac.jp/
https://cir.nii.ac.jp/
https://jpcoar.repo.nii.ac.jp/records/294


• さまざまな学問分野のデータリポジトリを検
索することができる

自分の分野のデータリポジトリで探す

re3data.org
http://re3data.org/

http://re3data.org/

個別のデータリポジトリで探す2 個別のデータリポジトリで探す2

西薗由依 et al.（2020, 10, 29）「研究者のための研究データマネジメント_研究中_データの検索・発見・収集」, p.8. https://jpcoar.repo.nii.ac.jp/records/294を加工。

http://re3data.org/
http://re3data.org/
https://jpcoar.repo.nii.ac.jp/records/294


汎用的なデータリポジトリで探す

• Creative Commonsライ
センスで公開されている

figshare Dryad zenodo

https://figshare.com/

https://figshare.com/

https://datadryad.org/stash

https://datadryad.org/stash

https://zenodo.org/

https://zenodo.org/

• 様々なライセンスで公開され
ているため、利用の際は注意

• 生命科学系のデータリポジト
リとして利用されていた。す
べてのデータがパブリックド
メイン

個別のデータリポジトリで探す個別のデータリポジトリで探す2

西薗由依 et al.（2020, 10, 29）「研究者のための研究データマネジメント_研究中_データの検索・発見・収集」, p.9. https://jpcoar.repo.nii.ac.jp/records/294を加工。

https://figshare.com/
https://figshare.com/
https://datadryad.org/stash
https://datadryad.org/stash
https://zenodo.org/
https://zenodo.org/
https://jpcoar.repo.nii.ac.jp/records/294


機関リポジトリからデータセットを探す
OpenDOAR ROAR

http://roar.eprints.org/

http://roar.eprints.org/

• 世界の機関リポジトリを検索することができる • 登録レコードの推移を確認することができる

個別のデータリポジトリで探す2

西薗由依 et al.（2020, 10, 29）「研究者のための研究データマネジメント_研究中_データの検索・発見・収集」, p.10. https://jpcoar.repo.nii.ac.jp/records/294を加工。

https://www.jisc.ac.uk/opendoar

https://www.jisc.ac.uk/opendoar

http://roar.eprints.org/
http://roar.eprints.org/
https://jpcoar.repo.nii.ac.jp/records/294
http://www.opendoar.org/find.php
https://www.jisc.ac.uk/opendoar


データジャーナルから探す

データジャーナルとは……
実験や観測で得られた数値などの「データ」について、その取得方法や処理方法、所在等
について記載した論文（＝データ論文）を専門に受け付けるジャーナル

データ論文は通常の論文同様、論文検索データベースを使用して検索を行う

例）Web of Scienceでデータ論文に絞って検索したいとき

3

西薗由依 et al.（2020, 10, 29）「研究者のための研究データマネジメント_研究中_データの検索・発見・収集」, p.11. https://jpcoar.repo.nii.ac.jp/records/294を加工。

例）Polar Data Journal https://pdr.repo.nii.ac.jp/

例）Data in Brief https://www.sciencedirect.com/journal/data-in-brief

https://jpcoar.repo.nii.ac.jp/records/294
https://pdr.repo.nii.ac.jp/
https://www.sciencedirect.com/journal/data-in-brief
https://www.sciencedirect.com/journal/data-in-brief
https://www.sciencedirect.com/journal/data-in-brief
https://www.sciencedirect.com/journal/data-in-brief
https://www.sciencedirect.com/journal/data-in-brief


利用条件の確認：ライセンス

作成者・管理者などが、コンテンツの利用許諾の条件
（ライセンス）を表示している場合、それに従う

※ライセンスが付与されていなくても、その他の知的財産権で保護されている
可能性がある点に留意

利用条件：クレジットの表示

利用条件が一目でわかる！

利用者

作成者



データの引用

• 分野によって追加情報が必要な場合も

– 経済・社会科学系：データがカバーする地理的情報、時間的範囲

– 生命科学分野の時系列データ：データベース名・アクセス番号

– 継続的に更新されるデータベースの場合：ダウンロード日

作成者(出版年): タイトル. [バージョン.] 出版社. [データのタイプ.] 識別子

データの引用記述形式の一例
Ref.： DataCite, Cite Your Data  

https://www.datacite.org/cite-your-data.html

◼DOIを入力すると、選択した形式で引用記述を出力
してくれるツール

DOI Citation Formatter

https://citation.crosscite.org/

https://citation.crosscite.org/

◆データ引用の方法

◆データ引用のツール

西薗由依 et al.（2020, 10, 29）「研究者のための研究データマネジメント_研究後_データの引用」, pp.3, 5. https://jpcoar.repo.nii.ac.jp/records/294
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データリポジトリによる引用のサポート

figshare zenodo

個々のデータの画面で
Citeボタンを押す

https://figshare.com/

https://figshare.com/

https://zenodo.org/

https://zenodo.org/

画面右のCite asというブ
ロックにスタイルを入力す
る

画面右のCite asというブ
ロックにスタイルを入力す
る

WEKO3

→関連：「リポジトリへのデータ登録」 - 「
登録先リポジトリの選択」

西薗由依 et al.（2020, 10, 29）「研究者のための研究データマネジメント_研究後_データの引用」, p.4. https://jpcoar.repo.nii.ac.jp/records/294
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最後に

研究データを管理するとは結局どういうことか

例えば
生成されるデータ（大量に日々生産される実験機器からのデータひとつひと
つ）に同じ粒度のメタデータを付与する必要があるか

• 非共有データ・共有データ・公開データすべてに同じ精度のメタデータ付与
は不要 ※失敗データに価値がある場合もある

• 研究実施中に付与することで後々効率の良いメタデータもあれば、そうで
ないものもある

★ 学習教材データの管理という側面で考えてみた

ライフサイクルの各段階でデータを扱いやすくすること
※ルールを守る⇒共通

※データ管理の工夫⇒分野それぞれ



• 業務の合間に短時間で効率的に学習したい
⇒マイクロコンテンツ教材として提供

学習教材のニーズ①



学習教材のニーズ②

• 目ぼしい学習教材（講演なども含めて）をとりあえず保存して、空き時間に一気
に学習したい、学びたい学習教材を効率的に探し出したい

◆GakuNin RDMの特徴
• クローズドなファイルシステムを提供、組織を越えた共同研究のデータ共有を可能に。
• バージョン管理、アクセスコントロール、メタデータ管理をサポート。
• 研究証跡の記録機能（タイムスタンプ）を提供し、研究公正を強化。
• クラウドストレージやデータ解析ツールとの連携が可能。
• 学術認証フェデレーションに対応し、

セキュアなアクセスを提供。
• 複数の研究プロジェクトを一元管理。 など

国立情報学研究所が開発・運用するデータ管理用基盤

GakuNin RDM（データ管理基盤）



国立情報学研究所（n.d.）「GakuNin RDMサポートポータル GakuNin RDMの機能」. https://support.rdm.nii.ac.jp/about/

自動音声読み上げ用にノート部分にナレーションあり

https://support.rdm.nii.ac.jp/about/


PPTノート部分のナレーションを抽出するPython
プログラムを作成し実行

PPTノート部分を抽出

GakuNin RDMのデータ解析ツールの画面



GakuNin RDMのファイル管理画面

ストレージに保存されて
いる対象ファイル

ファイルにメタデータを付与できる機能



PPTタイトルやPPT上には出てこない用語
を含むPPTノート部分を備考欄に格納



PPTタイトルやスライド上には出てこないような用語を検索

学びたい用語に言及している学習教材を抽出



1. 世界と日本におけるオープンサイエンスの動向（1５分）

2. 研究データマネジメント人材育成の取組み紹介（１５分）

3. 研究データライフサイクルに沿った研究データマネジメント

実践の手がかり（５0分）

4. 質疑応答（10分）

目 次



まだまだRDMの人材育成について模索中です。
ご参加の皆様の気付きやユースケースを

ぜひお寄せいただけますと幸いです。

ご清聴ありがとうございました
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